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暑くなりました。にじむ汗も気にせず読書を・・・とはなかなかいきませんが，そんなときこ

そビブリオバトル!! 近年、あちらこちらで開催されているビブリオバトル大会ですが,それって

何？というみなさんのために下記にまとめてみました。知っているというあなたも再確認のため

に読んでくださいね！

このどうしようもなく暑い季節を，熱くビブリオバトルして，思い出に残るひと夏の体験にし

てみませんか？

ビブリオバトル（Ｂｉｂｌｉｏｂａｔtｌｅ）とは，京都大学から広まった輪読会・読書会，

または勉強会の形式で「知的書評合戦」とも呼ばれている。（Ｗｉｋｉｐｅｄｉａより）

公式ルールに則って，全国各地で様々な参加者によって開催されている。

公式ルールとは？ （知的書評合戦ビブリオバトル公式サイトより）

１．発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる。

２．順番に一人5分間で本を紹介する。

３．それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッションを２～３分行う。

４．すべての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を

参加者全員一票で行い，最多票を集めたものを『チャンプ本』とする。

補足

１．発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる。

a．他人が推薦したものでもかまわないが，必ず発表者自身が選ぶこと。

b．それぞれの開催でテーマを設定することは問題ない。

２．順番に一人5分間で本を紹介する。

ａ．5分が過ぎた時点でタイムアップとし発表を終了する。

b．原則レジュメやプレゼン資料の配付等はせず，できるだけライブ感をもって発表する。

ｃ．発表者は必ず5分間を使い切る。

公式ウェブサイトには，ビブリオバトルの詳しい歴史や，よくある質問などたくさんの情報があ

りますのでぜひチェックしてみてください。（http://www.bibliobattle.jp/）

そして，この図書館だよりの裏面には，都立多摩図書館作成の

イラストでわかるビブリオバトル紹介をのせてありますので，あわせてどうぞ。

すでに案内・教室掲示はしてありますが，あらためて案内します。

１．「第2回 高校生ビブリオバトル」（鹿児島市立図書館主催）

日時：平成28年7月16日（土） 午後2時～３時40分

場所：鹿児島市立図書館

募集：発表者・司会者・観戦者

校内締切：6/24（金）

（おすすめPOINT ！チャンプには1,000円，参加者には500円の図書カードが贈呈。ただし，参加者は1校

から2名以内。応募者多数の場合は抽選。）

２．「鹿児島県高校生ビブリオバトル大会」（鹿児島県教育委員会主催）

日時：平成28年8月20日（土） 12:00～受付 終了予定 16:50

場所：かごしま県民交流センター（予定）

募集：発表者・観戦者・運営ボランティア

校内締切：6/24（金）

（おすすめPOINT！大会後，作家辻村深月さんのトークショーが開催。また，優勝者は県代表として東京である

全国大会へ推薦される。）

１年生 ４９２冊

２年生 ２４０冊

３年生 １１１冊 合計 ８４３冊

4月は1年生の図書館オリ

エンテーションもあり，貸

出冊数が多いでしたが，5月

はグラフのような結果でし

た。W-KI関連の図書の貸出

が増えてきました。

昨年度と比べると，貸出

０冊のクラスがないことが

うれしい！

新刊図書の貸出準備が進

んでいます。お楽しみに！

辻村深月 （つじむら・みづき）さんについて

1980年2月29日生まれ。千葉大学教育学部卒業。2004年に『冷たい校舎の時は止まる』（講談社）で第31回

メフィスト賞を受賞しデビュー。『ツナグ』（新潮社）で第32回吉川英治文学新人賞を，『鍵のない夢を見る』

（文藝春秋）で第147回直木三十五賞を受賞。著書多数。（『ハケンアニメ』著者紹介より）

本校の「入学のしおり」に載っている生徒図書委員会が選書した，推薦図書『甲南の本100選』にも辻村さんの

著書『ハケンアニメ』が入っています。直木賞を受賞した『ツナグ』は映画化されてもいるので知っている人も多い

でしょう。今年の本屋大賞5位の『朝が来る』は先日ドラマ化されて放送が始まっています。

幼い頃から読書家でファンレターを出したりしていたとのこと。どんなトークショーになるのでしょうか？楽しみ

です。

発表者・司会者は，鹿児島市内在住か市

内の高校に通学している者が対象。

発表者は，県内の高校生が対象。


